
第 5 期・第 2 回豊和村つくり協議会 議事録 

2022 年 7 月 24 日 10：00 

豊和コミュニティーセンター 

 

＜報告事項＞ 

１ 基金の納入状況 

  〇匝瑳ソーラーシェアリング   ２００万円 

  〇市民エネルギーちば       ９０万円 

  〇千葉エコ・エネルギー      ３０万円 

  〇横浜環境デザイン        １２万円 

  〇イージーパワー         １２万円 

  〇宮下さん             ６万円 

  〇辻井さん             ５万円 

  〇市民ソーラー           ６万円 

 

２ 春休み「こども教室」のコミュニティーセンター電気使用料 

  〇豊和区から９，０８２円の請求があり、子ども教室えの助成金として追加支給。 

 

３ 災害時非常電源の操作訓練 

  〇涼しくなる時期まで延期。 

 

他、報告事項なし。 

 

＜協議事項＞ 

１ 飯塚米持に「移住」している宗像さんへの支援金について 

  〇事実上「移住」（二拠点）の実績はあるが、住居は改修中であり、家賃も発生して

いない 

  →現在、宿泊は多古町の古民家農泊 Re。今後、米持に住むようになったら支給する。 

 

２ 映画「おだやかな革命」の上映委員会への参加について 

  〇過疎に悩む地方での活性化に向けた様々な取組を紹介した映画。 

   上映後、地域おこし、地域つくりについて考える場を持ちたいと、実行委員会つく

りが進行中。 

〇協議会や村つくり基金の趣旨・目的にも沿うので参加したらどうか。 

   教育委員会や市の賛同も呼びかけたい。   



  〇上映などに必要な費用について、実行委員会から助成申請が出た場合は、 

前向きに検討する。 

上映費用は、有料か無料か、人数規模によって設定のパターンがある 

    例）一般上映・有料上映の場合…66,000 円 100 名までの料金とし、 

101 名からは大人(高校生以上)：550 円の追加料金 

例）一般上映・無料上映の場合…110,000 円 200 名までの料金とし、 

201 名からは大人(高校生以上)：550 円の追加料金 

  →協議会が直接費用負担をするのではなく、実行委員会から依頼が来たら、 

一部助成するというスタンスとする。 

 

３ ゼロカーボン匝瑳推進協議会への参加について 

  〇国・地方脱炭素実現会議の地域脱炭素ロードマップ 【概要】に、先行事例として 

匝瑳メガソーラーシェアリング発電所（安定的・継続的農業経営への貢献）が 

挙げられている。 

匝瑳モデルとして、自然エネルギーの利益を地域に下ろしていけるよう、 

ゼロカーボン匝瑳推進協議会が立ち上げられている。 

（エネルギー会社 3 社、商工会、金融機関等が参加中） 

ここに豊和村つくり協議会も参加していきたい。 

  →承認。 

 

４ 事務局体制の強化について  

  〇新たに平井有希子さん（5 月に飯塚に移住・二拠点）に事務局を担当してもらう。 

  〇有償ボランティアとして、とりあえずは、月２万円で契約する。 

  →承認。当日に契約書を締結した。 

 

５ 村つくり基金の活用について・・・フリー討論 

  〇新たな使い方の議論 （予算規模：今年 380 万円、来年以降 500 万円程度） 

① 豊和地区で自主的に活動しているサークルや団体への助成 

・趣味的なもの ヨガ （将来的にやりたい）アートフラワー 

② 豊和地区限定ではないが、豊和地区の人が参加しているサークルや団体への助

成 「少年野球」や「ミニバス」など 

・地域の学校単位では、少子化で活動低下し、クラブチームが活発になった。 

→強い子どもを集めるような活動は、基金の趣旨に沿わない。 

  〇地域の課題にうまく活用できないか？ 

   例） 

   ・草刈り  



   ・移動 

   ・継業 地域に不可欠な事業の継業を支援 

   ・オンライン化への対応の支援 

   ・社協の「ちょこっとサービス」にタイアップする等可能か？ 

 

→次回継続討論とする。 

 

６ その他  

〇次回協議会 10 月 9 日 10 時 


